
愈
垣
退
院
の
日
決
れ
り
。

晝
食
終
へ
病
室
に
戻
ら
ん
と
廊
下
を
行
く
に
同
室
の
男
性
Ｙ
島
氏
の
號
泣
に
遭
遇
、
何
事
か
と
問
ふ
に
、
「
仲
さ
ん
、

退
院
決
ま
り
た
る
と
の
事
な
り
。
さ
れ
ど
あ
の
状
態
に
て
は
退
院
は
す
れ
ど
何
事
も
獨
力
に
て
は
出
來
ぬ
な
り
。
可
哀

想
に
て
、
涙
流
す
も
の
な
り
。」
と
ぞ
申
さ
る
る
。
病
氣
の
老
人
に
て
涙
脆
く
な
り
た
る
と
は
云
へ
ど
も
御
心
配
頂
戴
す

る
は
眞
に
光
榮
に
て
候
。

氏
は
或
る
日
、
車
椅
子
か
ら
ベ
ッ
ド
に
移
ら
ん
と
て
何
を
思
ひ
た
る
や
ら
跳
び
移
ら
む
と
し
て
モ
ノ
の
見
事
に
顛

倒
せ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
。
そ
の
爲
ベ
ッ
ド
の
横
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
の
セ
ン
サ
ー
敷
か
れ
足
を
下
ろ
さ
ば
忽
ち
ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
聯
絡
あ
る
や
う
に
爲
さ
れ
た
り
。

他
に
も
セ
ン
サ
ー
の
御
厄
介
に
な
り
た
る
仲
間
有
り
。
内
一
人
は
、
病
院
か
ら
の
脱
走
を
試
み
た
る
強
者
に
し
て
、

そ
の
後
は
腕
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
裝
着
さ
れ
た
り
。
脱
走
し
た
る
理
由
は
麥
酒
を
飮
ま
ん
と
せ
し
も
の
と
伺
ひ
た
り
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

て
「
現
在
、
Ｓ
氏
は
一
號
エ
レ
ベ
ー
タ
使
用
中
」
等
と
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
モ
ニ
タ
ー
せ
ら
る
る
な
り
。

退
院
は
リ
ハ
ビ
リ
整
ひ
て
自
宅
生
活
不
自
由
な
く
爲
り
て
後
の
事
と
思
へ
ど
も
實
は
さ
に
非
ず
し
て
、
入
院
期
間

は
半
年
と
の
定
め
有
り
、
入
院
か
ら
半
年
經
過
せ
ば
否
應
無
く
退
院
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

退
院
後
凡
そ
半
年
經
た
る
今
、
氏
の
御
心
配
事
、
實
感
す
る
な
り
。
日
常
生
活
の
ホ
ン
の
些
細
な
る
こ
と
す
ら
右
手

の
み
に
て
は
實
行
能
は
ず
、
非
常
に
不
便
な
り
。
何
事
も
妻
の
厄
介
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。
妻
に
は
眞
に
申
し
譯
な
く

思
へ
ど
も
、
全
面
的
に
御
世
話
に
な
る
の
み
な
り
。

（
平
成
廿
七
年
十
二
月
十
九
日
受
附
）一

退
院
（
其
之
四
）

仲

紀

久

郎


